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この続きは
ＱＲコードから
ご覧になれます ➡➡➡

左から代表の那須茂康（なす しげやす）氏・長男 那須康裕（な
す やすひろ）氏

　由布市で旅行業を営んでいますが、新型コロ
ナウイルスの影響で売上が激減し、事業の転換
を考えました。
　もともと農業に携わっていたこと、次男が農
園を営んでいること、商品の開発に携わったこ
とがあること等の経験を活かして新たに、いち
ご加工品の製造と販売「はなえみ工房」を立ち
上げました。根幹にあるのは「ベリーツの知名
度向上」という目標です。
　新商品として開発した、「ベリーツミルクの
素」は、次男の作るベリーツと、次男が管理す
る日本ミツバチのハチミツ、自分の農園で獲れ
るカボスを使用しております。また土日と祝日
限定で、同商品を使用したスイーツ等を販売
しているお店をオープンし、妻が中心となっ
て運営しております。11月に出展した展示会

「FOODSTYLE Kyushu2023」では、長男にも
手伝ってもらい、家族のバックアップの下、動
き出すことができています。

　商工会からも、専門家派遣制度・事業再構築
補助金・販路開拓支援事業・経営革新と全面的
にバックアップいただいて、今に至っておりま
す。

（各事業の説明についてはWeb版をご覧ください）

はなえみ工房（ゆふ旅行株式会社）

那須 茂康 氏

今月の 今月の 
表 紙表 紙

今号はコロナ禍を乗り越え新たな事業に挑戦している、由布市の事業所を紹介します。

「つぶ」…いちごのつぶつぶ感を残しつつ加工
「さら」…いちごをしっかりすりつぶし、濃厚
　　　　 だけど飲みやすい

新商品
ベリーツミルクの素「つぶ」・「さら」

大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp



年
頭
に
あ
た
っ
て

年
頭
に
あ
た
っ
て

大
分
県
商
工
会
連
合
会

会
　
長
　

利
光
　
直
人

　
　
　

大
分
県
知
事
　

佐
藤
　
樹
一
郎

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
の
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
５
類
感
染
症
移
行
に

よ
り
、
旅
行
需
要
の
回
復
や

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
正
常

化
が
各
地
で
見
ら
れ
、
本
格

的
な
社
会
経
済
活
動
の
は
じ

ま
り
と
な
る
一
年
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
原
材
料

費
の
高
騰
や
人
手
不
足
等
の

経
営
環
境
の
悪
化
、
価
格
転

嫁
や
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

な
ど
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が

ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
私
ど
も

商
工
会
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

会
員
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

大
分
県
商
工
会
連
合
会
、
各
商
工

会
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平

素
か
ら
地
域
経
済
の
振
興
と
県
政
の

発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
業
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま

す
高
度
化
・
多
様
化
す
る
な
か
、
各

商
工
会
で
は
事
業
者
の
相
談
に
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
対
応
し
、
伴
走
支
援

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の

賑
わ
い
創
出
と
事
業
者
の
売
上
拡
大

に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

県
で
は
、
時
代
の
要
請
や
潮
流
の

変
化
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
施
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。「
安
心
元

気
・
未
来
創
造
」
を
掲
げ
、
危
機
管

理
の
徹
底
や
災
害
に
強
い
県
土
づ
く

り
、
中
小
企
業
の
活
性
化
、
農
林
水

産
業
や
観
光
業
の
振
興
、
そ
し
て
こ

れ
ら
の
基
盤
と
も
な
る
多
様
な
広
域

交
通
網
の
形
成
を
進
め
、
県
民
の
皆

必
要
と
考
え
、
職
員
の
機
能

的
配
置
に
よ
る
支
援
力
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
持
続
的

な
発
展
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
、
組
織
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

終
わ
り
に
、
本
年
が
会
員

の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に

と
っ
て
、
実
り
多
き
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
私
の
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

様
に
と
っ
て
明
る
い
年
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
、
人
の
流

れ
を
呼
び
込
む
取
組
も
重
要
で
す
。

４
月
に
開
幕
す
る
福
岡
・
大
分
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

向
け
、
旅
行
商
品
の
造
成
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
、
観
光

需
要
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、大
阪
・

関
西
万
博
な
ど
も
見
据
え
て
、
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
本
年
も
引
き
続
き
、

地
域
に
お
け
る
唯
一
の
総
合
経
済
団

体
と
し
て
、
ま
た
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
に
と
っ
て
最
も
身
近
な

支
援
機
関
と
し
て
、
地
域
経
済
の
発

展
に
向
け
た
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
大
分
県
商
工
会
連
合
会

並
び
に
各
商
工
会
の
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年　頭　の　ご　挨　拶年　頭　の　ご　挨　拶年　頭　の　ご　挨　拶
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11
月
３
日
㈮
に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

ホ
テ
ル
大
分
で
令
和
５
年
大
分
県

功
労
者
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
の
首
藤
文

彦
会
長
、
九
重
町
商
工
会
の
佐
藤

勝
司
副
会
長
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
役
員
と
し
て
、
長
年
に

わ
た
り
活
動
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
す
。

　

首
藤
会
長
、
佐
藤
副
会
長
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、

野
津
町
商
工
会
の
林
光
男
会
長
が

旭
日
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
業
の
振
興
へ
の
長
年
の
尽

力
が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
と
な
り
、

11
月
９
日
㈭
に
伝
達
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

林
会
長
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

佐藤　勝司
九重町商工会副会長

首藤　文彦
九州アルプス商工会会長

林　光男
野津町商工会会長

令和５年秋の叙勲
旭日双光章

令和５年
大分県功労者表彰

大分県功労者表彰大分県功労者表彰 秋の叙 勲秋の叙 勲令和５年 令和５年

　
11
月
22
日
㈬
、
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
商

工
会
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
第

63
回
商
工
会
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
大
会
会
長
の

森
全
国
連
会
長
は
、「
地
域
を
支

え
る
経
済
団
体
と
し
て
、
商
工
会

組
織
に
対
す
る
期
待
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
中
、
商
工

会
が
引
き
続
き
地
域
の
要
と
し
て

力
強
く
存
在
感
を
発
揮
す
る
た
め

に
も
、
人
材
育
成
及
び
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
し
、

支
援
力
を
一
層
高
め
る
必
要
が
あ
る
。」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　
商
工
会
は
、「
会
員
あ
っ
て
の
商
工
会
」
を
念
頭
に
、

一
層
信
頼
さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
て
機
能
強
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
全
国
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
希

望
を
持
っ
て
挑
戦
・
成
長
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
事
業

者
支
援
に
全
力
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。
大
会
で
は
、
次
の

５
項
目
の
実
現
を
図
る
べ
く
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

第第
6363
回回  

商
工
会
全
国
大
会

商
工
会
全
国
大
会

 

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

１　

女
性
部
功
労
者

　
　

竹
田　

由
加
（
野
津
町
）

 

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

１　

事
業
推
進
優
良
商
工
会

組
織
統
一
推
進
枠
部
門

（
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
の
活
用
）

　

玖
珠
町
商
工
会

全
国
商
工
会
連
合
会
長
等
表
彰

　

会
員
福
祉
共
済
部
門

日
田
地
区
商
工
会
、
野
津
原

町
商
工
会
、
玖
珠
町
商
工
会

　

商
工
貯
蓄
共
済
部
門

　

九
重
町
商
工
会

２　

役
員
功
労
者

野
田
護
（
国
東
市
）、
木
戸

浩
久
・
坂
本
光
広
・
佐
々
木

孝
公
（
由
布
市
）、
小
出
奈

津
枝
（
野
津
原
町
）、
中
島

豊
美
（
佐
伯
市
あ
ま
べ
）

３　

優
良
青
年
部

九
重
町
商
工
会
青
年
部
、
国

東
市
商
工
会
青
年
部

４　

優
良
女
性
部

佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会
女
性

部
、
豊
後
大
野
市
商
工
会
女

性
部

５　

青
年
部
功
労
者

和
田
圭
介
（
国
東
市
）、
石

田
裕
勝
（
日
田
地
区
）

６　

女
性
部
功
労
者

江
原
加
代
子
（
国
東
市
）、

大
野
君
代
（
九
重
町
）

Ⅰ
　
我
が
国
地
域
経
済

の
根
幹
を
な
す
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業

者
を
支
援
す
る
大
型

経
済
対
策
の
実
施

Ⅱ
　
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
支
援
す

る
商
工
会
の
体
制
強

化
Ⅲ
　
税
制
・
金
融
、
労

務
支
援
制
度
等
の
改

正
・
拡
充
に
よ
る
事

業
環
境
の
整
備

Ⅳ
　
リ
ス
ク
に
備
え
た

経
営
支
援
の
強
化
及

び
災
害
か
ら
の
復
興

Ⅴ
　
地
域
唯
一
の
経
済

団
体
と
し
て
の
商
工

会
の
組
織
力
強
化

vol.330 2024. １



0120 -
299 -233

0120-887-364フリーダイヤル

（けんしん）

大分県信用組合はグリーンファイナンス宣言を行いました！

【お使いみち】 設備資金・運転資金

※詳しくは下記フリーダイヤルまでお問い合わせください

【お申込みいただける方】
●大分県内のエコアクション21登録企業・個人事業者
●カーボンニュートラルへの取組に積極的な企業・個人事業者

中小企業を支援する

「確かな公的保証人」

も っ と 企 業 の た め に
よりよい未来社会のために

つながる心　広がる未来

これからも地域とともに

大分県火災共済協同組合
医療総合保障共済

TEL　097-537-7122

火 災 共 済

ま ご こ ろ 共 済

生 命 傷 害 共 済

自 動 車 共 済

１
月
号
V
o
l.3
3
0

令
和
六
年
一
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

　

10
月
28
日
㈯
杵
築
市
で
第
１

回
商
工
会
女
性
部
親
善
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

県
下
か
ら
女
性
部
員
等
１
８
０

人
が
参
加
の
下
、
約
１
・
６
㎞

コ
ー
ス
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し

た
。
１
班
13
～
15
人
の
グ
ル
ー

プ
で
行
動
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
丁
寧
な
説
明
に
よ
り
、

杵
築
の
魅
力
を
十
分
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性

部
が
物
産
展
や
抽
選
会
を

行
い
、
イ
ベ
ン
ト
を
大
い

に
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
女
性
部
間
の
親

睦
を
図
り
、
地
域
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

大
分
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会

（
森
脇
久
代
会
長
）

は
、
10
月
３
日
、

女
性
部
長
等
参
加

の
も
と
、
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大

分
で
「
佐
藤
知
事
を
囲
む
商
工
会
女
性
部
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
活
動
の
事
例
発
表
で
は
、
佐
伯
市
あ
ま

べ
商
工
会
女
性
部　

中
島
豊
美
部
長
が
、「
地
域

の
伝
統
を
絶
や
す
な
！
郷
土
料
理
研
究
事
業
」
と

題
し
、
地
方
創
生
プ
ラ
ン
事
業
で
の
商
品
開
発
へ

の
取
組
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
知
事
か
ら
は
、「
と
て
も
素
晴
ら
し
い
事

業
で
、
完
成
し
た
商
品
も
大
変
美
味
し
い
」
と
お

褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、
各

テ
ー
ブ
ル
で
佐

藤
知
事
と
女
性

部
の
記
念
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
佐
藤

知
事
と
の
懇
談

会
は
、
参
加
者

一
同
、
楽
し
く

有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

物産展の様子ウォーキングの様子

発表をする中島部長
（佐伯市あまべ商工会）

佐藤知事と記念撮影
（左上から）中島部長・安部副会長・髙倉副会長
（左下から）森脇会長・佐藤知事・利光会長
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